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.

.

.

.

■
お
わ
り
に

は

じ

め

に

r
来
国
際
経
済
学
に
お
I
て
生
産
要
素
の
国
際
移
動
が
十
分
に
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
' と

り

わ

け

理

^g

の
么
野
で
は
こ
れ
力
極
端
に
お
し
す
す
め
ら
れ
、
生
産
要
素
が
固
内
で
は
自
由
に
薩
す
る
が
、
震
間
で
は
全
然
移
動
し
な
い
と

い

ぅ

仮
定

の
下
に
、
多
く
の
分
析
が
磨
か
れ
て
き
た
。
真

学

派

は

、
自
由
貿
易
が
世
界
資
源
の
最
適
利
用
を
保
証
し
、
し
た
が
っ
て
世
界
の
実
質
所
得
を

最
大
に
す
る
C
と

禀

し

た

が

、
そ
れ
き
の
仮
定
の
下
い
て
で
あ
つ
た
点
宏
え
つ
て
そ
の
妙
味
が
見
出
さ
れ
る
J

2

る
。

け
れ
ど
も
、

そ
れ
が
か
I

ず
し
I

麗

済

の

.現
I

反
映
す
る
i

で
な
い
こ
と
は
、
：
早
く
か
ら
心
あ
る
謹
者

の

.悩

み

の

種

で
あ
っ 

資
本
移
動
と
対
外
政
策

1

、三
八
三

)



た
。
な
か
で
も

ゥ
ィ
リ
ア
ム
ズ
.は
、

「

•生
産
要
素
の
国
際
移
動
は
、
比
較
価
■格
、•
所
得
，
各
国
の
地
位
と
の
関
連
で
ゾ
少
な
く
と
も
商
品
貿
易
と 

同
等
の
重
要
性
を
も
つ」

と
し
，て
、
抽
象
に
よ
っ
て
そ
.の
研
究
を
回
避
ず
る
結
果
に
お
ち
い
っ
た
古
典
学
派
を
鋭
く
批
判
し
て
い
る
'-
0

そ
の
結 

果
，.
国
際
資
本
移
動
に
関
す
る
理
論
が
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
芽
ば
え
て
き
：た
。/
こ
の
分
野
で
、
自
由
な
資
本
移
動
が
世
界
の
実
質
所
得
を
最
大

(

3)

に
す
る
と
い
う
こ
と
が
、':
ト
リ
ヴ
ィ
ア
ル
な
命
題
と
し
て
•、
当
初
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
.い
。

古
典
学
派
の「
自

|±
1
贸
黏
の
命
題」

(the 

free.trade 

proposition)-.

に
対
し
.て
は
、
今
世
紀
の
は
じ
め
頃
、
ビ
ッ
ヵ
ー
.ダ
イ
ク
お
よ
び
エ
ッ
ジ

(

4)

ヮ
ー
ス
が
、

一
国
の
政
策
的
立
場
か
ら
、
明
確
な
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
を
提
起
し
て
い
る
。
.
か
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
自
由
貿
易
は
世
界
全
体
の
実
質
所
得

の
最
大
化
を
保
証
す
る
と
し
て
も
、
あ
る
特
定
国
の
そ
れ
の
最
大
化
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
.。
そ
し
て
、
輸
入
に
対
す
る
関
税
政
策
の
実
施

?)

に
よ
っ
て
、
そ
の
国
の
実
質
所
得
を
増
大
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。
後
年
に
お
け
る
ヵ
ル
ド
ア
の
再
論
を
経
て
、「

最
適
関
税
論」

(the 

o
p
t
i
m
u
m

(

6)

<r*-ar

5;a
r
g
u
m
e
n
t
)

の
名
で
広
く
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
1|
論
で
あ
る
。

他
方
、

「

自
由
資
本
移
動
の
命
題」

(the 

free-oapital-movement 

p
r
o
p
o
s
i
t
i
o
n
)

に
対
し
て
は
、

近
年
マ
ク
ド
ゥ
ー
ガ
ル
、
ジ
ャ
セ
イ
、
ケ
ム 

プ
ら
が
，
や
は
り
一
国
の
政
策
的
立
場
か
ら
同
様
に
明
確
な
反
論
を
構
成
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
か
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
自
由
な
資
本
移
動
は
世 

界
全
体
の
実
質
所
得
の
最
大
化
を
保
証
す
る
と
し
て
も
、
あ
る
特
定
国
の
そ
れ
の
最
大
化
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
外
国
投
資
収
益 

に
対
す
る
課
税
政
策
の
実
施
に
よ
っ
て
、
そ
の
国
の
実
質
所
得
を
増
大
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
日
そ
の
主
張
は「

最
適
課
税
論」

公
ぼ

(

8
 

ノ
o
p
t
i
m
u
m

 

t
a
x

 

a
r
g
u
m
e
n
t
)

と
呼
、は
れ
、
江
湖
の
論
卓
に
上
さ
れ
て
い
る
。
 

‘

こ
の
よ
う
に
、
最
適
関
税
論
と
最
適
課
税
論
は
、
と
も
に
国
際
経
済
の
觅
要
な
問
題
に
着
目
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れr

自
由
貿
易
の
命 

題」

お

よ

び「

資
本
移
動
の
命
題」

に
対
し
て
、
相
互
に
似
通
っ
た
関
係
に
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
両
者
は
、
半
世
紀
余
の
タ
イ
ム
•

ラ

グ

を

郎
っ 

て
、
た
が
い
に
独
立
に
展
開
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
最
適
関
税
論
は
、
国
際
資
本
移
動
を
排
除
す
る
古
典
学
派
的
モ
デ
ル
に
お
い
て
生
み
出
さ 

れ
、
最
適
外
国
投
資
論
は
、
国
際
贸
舄
を
捨
象
す
る
資
本
移
動
モ
デ
ル
に
お
い
て
證
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
残
さ
れ
た
課
題
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム

リ
r

に
し
た
が
え
ば
、
資
本
移
動
、
麗

贸

I

と
も
に
ふ
く
む
h

 i

般
的
な
モ
デ
ル
に
1

を
拡
張
す
る
こ
と
で
な
け
ね

i
 

J

で
に
ヶ
ノ
フ
に
よ
っ
て
挛
さ
れ
、
最
近
ジ
厂
ン
ズ
に
よ
.
っ
て
ほ
ぼ
全
面
的
に
と

り

あ

げ

ら

れ

^ ?)

I

は
、
か
れ
ら
I

し
、
こ
_

;

に
；

斤
M

め
”

 

蹇

、
零

お

よ

び

謹

を

説

明

し

、.
業

移

動

、
讓

蒼

の

双

方

を

ふ

く

む

モ
.デ

ル

を

靈

す

る

。
更
こ
、

r

賽

i

i

表
l

i

導
！

。
第
I

は
、
安
定
f

可
I

化
。ハ
タ
：
ノ 

木
I

P

 

( 

I

.
る
関
税
の
賦
課(

靈

策

)

と
外
屢
資
収
益
に
対
す
る
所
得
税
の
賦
課(

I

策)

'I

f

、

.

け

誠

 

O

I I
I I

P

U

^

最
適
関
税
率
、
最
適
課
税
率
を
そ
れ
ぞ
れ
可
能
1

匕
：

ノ
ご
と^

1
、

さ
ら
に
两
者
ヵ
混
合
的
に
実
施
さ
れ
る
場
含 

注
的
覚
書
を
つ
け
加
え
て
終
る
。
 

' 

丨
I

め

ク

i

の
尊
を
吟
味
す
る
。
最
後
に
f

節
で
、
華

2

變

眷

、

I

昼

、
層

雲

I

.
ら
I

I

雪

い

た

。
日
g

f

翁

て

、
夏

攀

る

も

£

注(

1」

ウ
イ
リ
ア
ム
ズ〔

-9〕

。 

(

2)M

さ

ム

ズ

の

批

判

が

学

界

i

l

l

と
、
そ
の
後
£

け
る
.国
際
資
本
移
動
論
の
理
論
篇
證
つ
い
て
は
、
ヶ
，
ヴ
ズ
7

〕

、
I

?
 

、
そ
ぅ
し
た 
i

動 
l

l ?
? f
2 l
t v
"

l r
“

p

f l
^ l
t l
t l
i l
° i
て
世
界
の
実
質 

1

 増
大
す
る
I

f

(

4) 

I

,

ダ
イ
ク
T

〕

、
写

ト

ツ

D

S

、
塞

ピ

グ

ウ

量

ら

れ

る

。

(

3) お

り

、
資
本
移
動
と
対
外
政
策

三

(

三
八
五)



定

第 《財の需要's 

第 i財の生産置

第 i財の超過需要置

第 i財に対する限界支出性向 

第 2 財の交易条件

輸入需要弾力性

資本供給ill;(所与）

第 1 財萆位で測った資本レ ン

資 本 レントの偏交易条件弾力性

資本移動最

資本移動量/ 資本使用景

外国投资収益/自国輸出額

輸入に対する（従価)関税率

外国投資収益に対する課税忠

由 国

D,

X,-

Ei(=D,— X,)

      -----

w.-

P

v,( H )

国
一

D,

外
一

K

V 一dr 
T\ r dp

Xi*

Ei*(EEEDi*-X,*)

w,-*

K *

Or*

K

K  \ 

- K /

>*. dp*

資本レントの偏資本使用藍弾力性I £( ~
-？ - m ~ K ) )  |£*(-

， (三D

.

な
ら
び
に
規
模
に
対
す 

る
収
獲
不
変
の
下
で
行 

な
わ
れ
る
。
た
だ
し
、

. 

資
本(

総)

所
得
は
資
本 

使
用
货
と
と
も
に
増
減 

す
る
。

(

a

,

8)

財
の
国
際
間
'

.
輸
送
、
資
本
の
国
際
間
.
 

移
動
は
何
ら
の
コ
ス
ト 

も
伴
わ
な
い
。
こ
れ
に
.
 

対
し
て
労
働
の
国
際
間

■
移
動
は
禁
止
的
コ
ス
ト

V
-
P 
。

 

号 

.

を
伴
ぅ 

記

(

A

.

9)

以

上

の

状

況

|

 

下
で
、
個
々
の
消
費
者 

は
g

己
の
効
用
を
極
大
m ~I 

化
す
る
よ
ぅ
に
、
個

々

一
 

の
生
産
者
は
、
自

己

の

.
)—
--

資
本
移
動
と
対
外
政
策

五
.

(

三
八
七)

四

(

三
八
六)

?
)

カ
ル
ド
ア

〔

10〕

。
 

.

(

6

)
：：

シ
ョ
ン
ソ
ン
.〔

7

〕

第
二
韋
付
録
に
そ
の
種
々
の
定
式
化
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、.
天
野
.〔

20〕

第
五
章
に
す
ぐ
れ
た
解
説
が
あ
る
.。

?

)
マ
ク
ド
ゥ

ー
ガ
.ル

〔

14〕

、
ジ
ヤ
セ
ィ〔

6

〕

、：
お
ょ
び
ケ
ム
プ

〔

11〕

、〔

12〕

：、〔

13〕

：第
一
三
、
一
四
章
;0

こ
の
ぅ
ち
、

.マ
ク
ド
ゥ

ー
ガ
ル〔

14〕

と
ジ 

ャ
セ
ィ〔
6〕

は
相
互
に
独
立
の
労
作
で
あ
る
。
ケ
ム
プ

〔

11〕

、〔

12〕

は
と
も
に
マ
ク
ド
ゥ
I

ガ
ル
の
研
究
に
触
発
さ
れ
た
も
の
で
、
と
り
わ
け〔

12〕

は 

C
:

後
渚
へ
の
コ
メ
ン
ト
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
.。〔

11〕

、〔

12〕

は
C
13〕

第
一
三
、
.
一
四
章
に
..ほ
ぼ
そ
.の
ま
ま
再
録
さ
れ
て
い
る
。

(

8)

.，マ

ー

フ

ィ
'〔
16〕
、
天
野〔

20〕

、
第
七
章
、
浜
田〔

21〕

付
論
、
渡
辺
/-
\
23〕

な
ど
、
い
ず
れ
も
マ
ク
ド
ゥ
ー
ガ
ル
-
ケ
ム
プ
の
論
旨
の
紹
介
な
い
し
展 

開
を
主
と
す
る
論
文
で
あ
る
。
ま
た
、
根
岸〔

17〕

、
浜
田〔

21〕

、

第
三
章
に
動
学
的
一
般
化
へ
の
こ
こ
ろ
み
が
み
ら
れ
る
。

(

9

)

ケ
ム
プ
.〔

.1
2〕

、
ジ
ョー

ン

ズ〔

9〕

。

: 

〔

I〕

予

備

的

考

察

. 

.

，

C

I—

.
1

〕

仮
定
•
記

号

•
定
義

本
稿
.で
は
つ
ぎ
の
諸
仮
定
を
設
け
る
。

.

(

A

i)

世
界
は
、
自
国
及
び
外
国
の
、
二
つ
の
部
分
か
ら
な
る
。
そ
こ
で
は
、第
一
財
、第
二
財
の
ニ
つ
の
財
が
生
産
さ
れ
、
消
费
さ
れ
る
。
 

(

A

*
2)

国
内
諸
個
人
の
分
配
比
重(

d
i
s
t
r
i
b
u
t
i
o
n
a
l

 

w
e
i
g
h
t
)

は
相
互
に
等
し
く
維
持
さ
れ
る
。： 

•

(

A

.

3)

稀
少
な
生
産
要
素
は
資
本
と
労
働
の
二
種
類
の
み
で
あ
る
。
各
要
素
は
正
の
報
酬
率
の
下
で
つ
ね
に
完
全
に
利
用
さ
れ
る
。

(

A

.

4)

財
及
び
生
産
要
素
の
あ
ら
ゆ
る
市
場
で
完
全
^
^
争
が
支
配
し
、
生
産
要
素
の
産
業
間
移
動
に
対
す
る
障
害
が
存
在
し
な
い
。

(

A

.

S)

各
財
の
生
産
に
.は
資
本
と
労
働
の
投
入
が
不
可
欠
で
あ
る
◊

た
だ
し
、
、両
産
業
に
お
い
'て
、生
産
要
素
が
同
一
の
比
率
で
投
入
さ
れ 

.

る
.こ
と
は
な
い
。

.

(

A

.

6)

分
析
の
対
象
と
す
る
期
間
に
お
い
て
、
各
要
素
の
各
国
供
給
量
、
し
た
が
っ
て
世
界
供
給
量
は
所
与
で
あ
る
。'

(

A

.

7)

各
財
の
生
産
に
お
い
て
、
資
本
と
労
働
の
技
術
的
代
替
は
ス
ム
ー
ス
に
行
な
わ
.れ
る
。
ま
た
生
産
は
、各
要
素
に
対
す
る
収
獲
通
減



六

(

三
八
八)

利
潤
を
極
大
.化
す
る
よ
う
に
、
顧
々
の
、
資
本
お
よ
び
労
働
の
所
有
者
は
、
自
己
の
所
得
を
極
大
化
す
る
よ
う
に
、
行
動
す
る
。

(
<

•
10)

.

そ
の
結
果
生
じ
る
国
際
貿
易
に
お
い
.て
、
自
国
は
第
二
財
に
、
外
国
は
第
一
財
に
特
化
す
る
。

(

<

•
11)

国
際
資
本
移
動
は
、
自
国
か
ら
外
国
へ
向
う
。
外
国
投
資
収
益
は
何
ら
の
コ
ス
ト
も
伴
う
こ
と
な
く
自
国
へ
、关j

金
さ
れ
る
。

(

A

.
12)

自
国
の
政
策
は
、
自
国
の
輸
入
に
対
し
て
関
税
を
、(

な
い
し
は)

外
国
投
資
収
益
に
対
し
て
所
得
税
を
、
自
由
に
課
す
る
こ
と
が
で 

き
る
。
外
国
政
府
は
そ
れ
ら
を
ま
っ
た
く
課
さ
な
い
。

以
上
の
う
ち
、(

A
.
2

)
、

(
A
*
c
o
)
、

(

A
.11)

、(

A
.12)

を
除
く
諸
仮
定
は
、
い
わ
ゆ
る
へ
ク
シ
ャ
1 
=
オ
リ
ー
ン
型
の
質
易
モ
デ
ル
に 

近
い
も
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
本
稿
で
は
、表—

1

に
示
す
定
義
お
よ
び
記
号
を
用
い
る
。
な
か
で
も
、
.
つ
ぎ
の
諸
点
に
あ
ら
か
じ
め
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
 

.(

N

.

1)

.囟
国
お
よ
び
外
国
の
輸
入
需
要
弾
カ
性
仏
お
よ
び
が
は
、(

正
常
の
場
合
に
は)

そ
れ
ぞ
れ
正
に
な
る
よ
う
に
定
義
さ
れ
て(

ば
る
。

(

N

•及

自

国

、
外
国
が
完
全
特
化
の
場
合
、

7
"
1
,
1
=
0

で
あ
る
。
自
国
、
外
国
が
不
完
全
特
化
の
場
合
、
第
二
財
が
資
本
集
約
財
で 

あ
れ
ば
、7

,

 

第
二
財
が
労
働
集
約
財
で
あ
れ
ば
、7

,

 

7

*

<°

で
k

M

。

(

N
.
C
0

)

肖
国
、
外
国
が
完
全
特
化
の
場
合
、

0
<
£
,

 

%
<
1
,

自
国
、
外
国
が
不
完
全
特
化
の
_

合
、£

 =

 £
*

 =

 0

で
^

0
。

(

5) 

.

〔

n—

u〕

実
質
所
得
の
変
化

(

A

.

1)

、
お

よ

び

(

A

.

2)

に
よ
っ
て
、
岜
国
及
び
外
国
の
経
済
的
厚
生
の
指
標
’ 

！3
お
よ
び
”

は
、
第

I

財
お
よ
び
第
二
財
の
各
国
消
费 

量
の
み
に
侬
存
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
均
衡
に
お
い
て
、

u

“

u

(

p
 

S
 

. 

(J 

•
じ 

U
*
=
U
*
(
D
>

 D
*
)

 

(1.2)

L

ず
れ
の
則
に
つ
し
て
も
消
費
満
足
の
飽
和
は
生
じ
な
い
も
の
と
仮
定
し
よ
う
。
便
宜
上
ま
ず(

1
*
2
)

を
全
微
分
す
る
こ
と
に
よ
り
、

負

*+
-
^
-

白

'

を

得

る

こ

こ

て

、
I

弓

は
、
均
衡
点
の
微
少
移
動
に
伴
ぅ
、
外
国
の
、
第

I

位
で
測
つ
_た
実
質
所
得
の
変
化
を
示
す
も

の

と

解

覽
 

P

こ
れ
を
あ
ら
た
め
て
身
*
と
書
く
こ
と
に
し
ょ
ぅ
。(

A

i

の
下
で
は
、
消
費
の
社
会
的
限

界

代

擊

I

U

,

*が
第
二
財
の
相
対
価

と
書
き
な
お
す
こ
と
が
で
き
る
。
外
国
の
予
算
制
約
条
件
は
、

D
、

+
H.
D
、

=

X1
*+P

*
X

2* l
r
*
K

 

で
あ
る
。(

1
.
4
)

を
全
微
分
し
、(

1
.
3
)

お
よ
び
周
知
の
量
的
関
係
、
 

‘

(
1
.
3
)

i

g

t

x

* 

QJ
x
l
*

a
w 

- 

を
考
慮
す
れ
ば
、
 

dyf

爸 與 号•V- -X*

〇

—

 

S

*

^

*

+

K

•を
*
}

が
導
か
れ
る
。

同
様
に
し
て(

S

)

ょ

り

、

を
=
a,
D
 1.+

;
P
^
D
2

 

を
得
る
。
，
財
市
場
の
均
衡
条
件
は
、
 

資
本
移
動
と
対
外
政
策

(
I

 

.
ol)

(

1

ふ)
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(
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V
.

 
D
1
=
X
1
—
E1*

D
2
=
X
2
I
E
2
*

 

.

a
.
'
7

)
を
全
微
分
しv 

(

I
.'o
l)

お

よ

び(I

ふ)

を
用
い
れ
ば
、
演
算
に
よ
り
、

^

=

w

2

*

^

*

+

K

^

*

}
 

+ 

{

(

；p
*
l
;
p

)

§
2

*

+

(

r

*

l

r

)

c
£
K
} 

、

<6) 

.

が
求
め
ら
れ
る
。

.

.

：

.

.
と

こ

ろ

で

、

，一

般

に
\

お

よ

び

取

は(
p
*
,
s
9

関
数
で
あ
る
。
ま

ずr
*
l
*
(
p
*
,
K
)

 

■を
全
微
分
す
れ
ば
" 

を
*
"
、

-
、

^

を
得
る
。
次

に

«
*出
«
*(

^
,
 K

)
を
全
微
分
す
れ
ば
、
外
国
が
完
全
特
化
の
場
合
"

e
£
E
2
*

 =

 

E
2
*

(

4

2

*

-

^

T

'

+

\

W

2

Ĉ
*
S
*
'
^
^

)

外
国
が
不
完
全
特
化
の
場
合
、

.

气

啦

‘

*
7
*
嗎

)

を
得
る
。
両
者
を
併
せ
て
，

&
2
* 

=
E
*I 泛 *

-
^
-
+
\
(
l
*
<
5
v
l
y
*
)
.
^
l

 

を
得
る
。(1*9) ，

(

I
.
1
Sを
用
い
れ
ば
、(1.5) ，

(
1
.
8
)

は
つ
ぎ
の
よ
ぅ
に
書
き
あ
ら
た
め
ら
れ
る
。

dy 
次=

丨

妇

* (

l
+
\
y
*
^
*
+
7
ぶ

*\
ん

«

悬

r

l̂
f

£

f

f

x

i

i

¥

r

—

p

r

}

l

 
き

.
力
く
て
ク
国
お
よ
び
自
国
の
実
質
所
得
の
変
化
を
第
二
財
の
外
国
交
易
条
牛
の
変
匕
こ
も
と
、、っ

部
分
に
わ
け
I

し
え
た
i

t

 

-
 

y 

I

f

f

f

つ
く
I

I

靈

養

に

も

と

づ

_
 

d

 

s

s

^

s g
s

s

r

l

ll l
^

r

H

p

 丨

：
！

馨

デ

ル

|

!

!

点
？

そ
ぅ
し
た
興
常
な
T

ス
は
考
慮
の
外
に
お

い

て

い

る

。

 

、
I
て
あ
f

 

P
 

^
ガ
そ
れ
ぞ
れ
負
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
本
稿
で
は
‘

ハ3

完
全
特
化
の
場
合
、農
は
第
二
財
に
特
化
す
る
の
で
、卜
"

腠

廣

，
こ
，'、
っ
c 

V 

dr 

す
る
の
で
、
第
二
財
の
交
易
条
件(

の
み)

が
変
化
し
て
も
、

あ
る
。
ま
た
、
外
国
は
第
一
財
に
f
 

.で
あ
る
。
不
完
全
特
化
の
場
合
、

ゴ
r

a

本

稿

の

反

W

資

本

は

変

化

せ
•す

f

 0
,

し
た
が
っ
て
、
ふ

?

 

の
点
に
つ
い
て
は
、
ジ
ョ
丨
ン
ズ
？

五
六
一
頁
を
矣
；
^

さ
れ
た

r

い
。

の
べ
た
よ
ぅ
な
特
性
を
も
つ
と
と
を
示
す
の
も
容
易
だ
が
、
省
^
す
^

。>

蒙

' 

(
A
.
O
0

に
よ
っ
て
、
生
産
は
各
麗
に
対
す
る
収
獲
議
の
下
で
行
な
わ
れ
る

の

で

、

I 

f 

_

V

っ
て
、

v

丨
^

_
K
)

孕
* 

、
 

§
-
K
r

 

し
1

に
増
減
す
る
の
で
、

)
>
c

 

V

i

る
。
同
じ
く
I

I

て
、
資
本(

I

得

簾

I

言

の
下
1

レ
.

.

.

"
？

)
>
a

し
た
が
っ
て
,

2

で
あ
る
。
不
完
全
特
化
の
場
合
、
本
稿
の
蟹

L -
I

 

て

第
2

;

d

l

f

 

l

l

l

l

f

 

て
I

 

レ
ン 
i

l

、

(

5) 

^
項
の
分
析
は
ジ
ョ
-
ン
ズ
2

、

I

T八
頁
に
f

も
の
で
あ
る
。
 

•

6 

の
導
出
に
際
し
て
、

I

収
入
を
ふ
く
む
皇
の
予
算
制
約
条
件
S

が
f

譽
れ
て
い
る
点
に
注
意
さ
れ
た
い
。

..

0
=

0

対
外
政
策
の
効
果 

f
f
,」

安
定
条
件
^

特
化
パ
夕
|
ン

資
本
移
動
と
対
外
政
策
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本
節
.で

は
蛩

の

た

め

、
初
期
に
何
ら
の
関
税
も
所
得
税
も
課
さ
.れ
て
い
な
い
場
合
に
限
定
し
.て
、
こ
れ
ら
ニ
つ
の
対
外
政
策
の
導
入
力
休 

系
の
主
要
な
変
数
に
お
よ
ぼ
す
効
果
の
方
向
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
た
め
の
準
備
と
し
て
、
ま
ず
、
体
系
の
安
定
条
件
を
求
め
て
お
こ
う
。
い 

'

ま
の
場
合
、
わ
れ
わ
れ
の
体
系
は
次
の
二
つ
の
方
程
式
に
よ
っ
て
縮
約
さ
れ
る
で
I

.

う
。

.

E
l
=
;
p
*
E
2
*
+
r
*
I
C

.r
=
r
*

 

.

S
 
ニ

)

は
い
う
ま
で
も
な
く
、
各
国
の
予
算
制
約
の
下
で
の
財
市
場
の
均
繁
件
、

(

ロ• 

2
)

は
要
素
市
場
の
攀
条
件
で
あ
る
。

(

A

.

S)

に
よ
っ
て
要
素
市
場
の
均
衡
は
つ
ね
に
充
た
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
財
市
場
の
均
衡
点
の
近
傍
で
第
二
財
の
外
園
I

件
, 

が
I

値

i

か

ら

議

し
、
そ
の
結
果
I

全
体
と
し
て
第
一
財
に
超
過
供
給
が
、
第
二
財
に
超
過
雲
が
生
じ
る
も
の
と
想
定
し
よ
う
。
こ 

の
と
き
、
超

過

麗

の

庄

力

の

下

で
'が
上
界
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
の
懸
に
隊
し
て
次
の
よ
う
な
定
式
化
が
成
立
す
る 

'
=
/
(
'
E
2*

+
r
*
K
I
E
l
)
/

、(0)>0 
: 

,

国
際
資
本
移
動
f

を
不
変
と
考
え
て
、
均
衡
点
の
近
傍
で
/

を
展
開
し
、
第
二
次
以
上
の
項
を
無
視
す
る
と
と
：も
に
、
>

0

¥

1と
な
る
よ
う

に
時
間
の
跟
位
を
決
め
れ
ば
、

^

U

I

J

E、
K
1
+
/
U*

)

今 
+
含
*—

1
丨
/
^
/
*〕 

(
n
o

を
得
る
。

(
n
.
3
)

を
解
く
と 

.

J
,
*

(

i

)

=
;
p
*
o
+
l
>
*

(

〇)

l
せ
*
。

〕

e
x
p'
l
w
'
K
l
+
's
:
*

)

夕
+
$
*丨
1
丨
/

」
*ぺ
*〕) 

S
 .4)

こ
れ
よ
り
、
体
系
の
小
域
的
安
定
の
必
要
十
分
条
件
と
し
て
、

(
1
+
\
)
タ
+
$
*
丨
1
丨
\
7
*
>
〇

 

(

e

.
cn)

J

か
れ
る
。.
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
マ
ー
シ
ヤ
ル
•
ラ
ー
ナ
ー
条
件
を
資
本
が
国
際
間
を
自
由
に
移
動
す
る
場
合
に
拡
張
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら

•(

ロ

ニ

) 

(

㈡

ム)

な
い

0 0

資
本
移
動
が
な
け
れ
ば>

0

と
な
る
の
で
、
そ
の
と
き

I

が
マ
丨
シ
ャ
ル
こ
I

丨
条
件
と
一
致
す
る
こ
と
i

か
で

つ
ぎ
丨
彳
じ
う
へ
き
^
-化
ノ
タ
I

ン
に
つ
t

て
注
意
し
て
お
こ
う
。
ジ
r

v

ス
が
指
摘
し
た
ょ
う
に
、
両
国
が
両
財
に
不
完
全
特
化
す
る 

こ
と
は
あ
り
そ
う
も
な
し

そ
の
場
合
、
本
稿
の
仮
定
の
下
で
は
、
交
易
条
件
と
レ
ン
ト
の
対
応
は
各
国
で
一
義
的
な
の
に
、
均
衡
に
お
い
て
、
 

こ
の
両
I

両
国
で
均
等
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ(

る)

。
以
下
で
は
、(

ィ)

両
国
I

全
特
化
、(

ロ)

農

が

労

働

集

約

財
に
完
全 

特
化
、
外
国
が
資
本
集
約
財
に
不
完
全
特
化
、

(

ハ)

外

国

が

.労

働

集

約

財

に

完
全
特
化
、
自
国
が
資
本
集
約
財
に
.不
完
全
特
化
、(

ニ)

自

国

が
 

資
本
集
約
財
に
完
全
特
化
、
外
国
が
露
集
約
財
に
不
完
全
特
化
、

(

ホ)

外
国
I

本
集
約
財
に
完
全
特
化
、
自
国
が
i

集
約
財
に
不
完
全 

特
化
と
い
う
五
つ
の
ヶ
I

ス
を
と
り
あ
げ
れ
ば
足
り
る
。(

ィ)

は

、

完
全
特
化
の
T

ス
、(

こ

、

(

ニ)

は

、

外
国
が
不
完
全
特

化

、

嘉

 

力
完
全
特
化
の
T

K

、
そ
し
て
、

(

ハ)

、(

ホ)

は
、
畠

が

不

完

全

特

化

、
外
国
が
完
全
特
化
の
ヶ
A

で
あ
る
。

(

n
 • 

U)

関
税
政
策
の
効
果

ま
i
農

政

摘

ガ

外

_

投

資

収

益

に

課

税

す

る

こ

と

な

く

、

た
だ
輸
入
に
麗
を
賦
課
す
る
場
合
の
董
を
調
べ
ょ

^

。
こ

の
と
き
第

一

一

財

の 

,!-
:
}国
交
易
条
件
於
と
外
国
交
易
条
件
，̂
と
の
間
に
、

p
(
l
+
r
)

 

.

と
い
う
関
係
が
成
立
す
る
。
初
期
に
関
税
率
を
ゼ
ロ
と
し
て
、
S

.

1

)

，
重

を

I

し
て
微
分
し
、

蓮

，
|

を
考
慮
す
る
と
、

•
 

s

l

+

5

+

?

l

—

\

r

4

T

t
 

マ

—

〒

(

き

*

”
*

1
又

S 
•
ゴ 

K

(

r

4

t

l

T、
f

4

%

_

H

S

 

S
 

- 

2

資
7

移̂
|/
と
対
外
政
策

•
1

-

(
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を
得
る
。
こ
れ
よ
り
、
各

ヶ
ー
ス
に
つ
い
て
、
関
税
賦
課
の
効
果
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
ら
か
じ
め
、

<s
l 

=<j
l 

+ 

-

i'
,
”
-
+l
-
: -
*r
-m
l 

(
n

 • 9)

と
書
け
る
こ
と
を
記
憶
し
て
お
こ
ぅ
。
こ
れ
は
、
普
通
の
貿
易
モ
デ
ル
で
周
知
の
分
割
、

v
l
a
r
n
l

を
こ
の
場
合
に
拡
張
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
、
VI

は
自
国
輸
入
需
要
の
補
償
さ
れ
た
弾
力
性
で
あ
る
。

'

ヶ
I
ス

(

ィ)

y
*
=
0
,

 

7
H
1

で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
、(

E
.
7
)
，

(
n
.
8
)

を
解
く
と
、

"
M -
p

*
E
&

l—

3

Q

s

t

*

%

)

+
y
*
K

〔

l
丨(

m
l
*
l
3
)
5
*
s
*
u

 

3
 

•

10)

i

^

=m -
p
*
e
*
k

(

^

*

i

i

+

\

i

) 

(
n

 

ニ1
)

た
だ
し
、

」

J

*

E

*

Q

S

+
U

K
1

 

+

3VI 
i

2* 
丨1〕

+
y
*
K
〔l

 

I
 

(
m
l
*

 

丨 
u

 

°V
<

1

よ
り
、
1
丨
?

*

丨
|

)

3

0>
*

*

>

0。
こ
れ
と
安
定
条
件
S

.

5

)

に
よ
り
、J

>
0
。

9

.
9
)

よ
り
、7
1丨
3

=

^

1丨
-

^

^

3
。

そ
れ

ゆ
え
、
S

.

1

0

)

よ
り
、
'̂V

y
l
-
I
F
W
I

な
ら
ば
、-

^
T
>
0
,

9

.

1

1

)

よ
り
^
*
丨
l

+

\

m

l

>

0
な
ら
ば
、-

^
>
0
。

す
な
わ
ち
、
以
上 

か
知
i

o«
T*
’

、
関
税
の
賦
課
は
交
易
条
件
の
有
利
化
、
資
本
移
動
の
増
大
を
帰
結
す
る
。
9

1

2

)

を
用
い
れ
ば
、

4

ド
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す
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蹇
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ヶ
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す
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わ
ち
、

以
上
の
条
件
の
下
で
、
関
税
の
賦
課
は
交
易
条
件
の
有
利
化
、
資
本
移
動
の
増

大
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結
す
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。
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入
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合
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拡
張
し
た
も
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で
あ
る
。
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の
ヶ
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で
も
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関
税
の
実
質
所
得
効
果
は
確
定
し
な
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。
 

.

残
‘る
，ヶ
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ヶ
ー
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と
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。
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収
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表2— a 関税政策の効果

\ 対 象

ヶ' ス \  

(ィ）

交易条件 資本移動發 実質所得

有 利 化 増 大 不 確 定

(ロ） 有 利 化 1 不 確 定 不 確 定

い） 有 利 化 増 大 不 確 定

㈡ 不 確 定 不 確 定  

減 少

不 確 定

(ホ） 1 有 利 化  
(

増 大

注 一 般 に ， V i > y + V Wi> 仍* — 饥2+ パ*叫 ノ 0 

を 仮 定 。 ケース (ホ)に関して， r — (饥丨* — 饥,）

o * e * < 0 を肢定。

表 2— b 課税政策の効果

\ 対 象

ケース、、
交易条件 資本移動量 実質所得

(ィ） 不 利 化 減 少 不 確 定

(ロ） 不 利 化 減 少 不 確 定

い） 不 利 化 減 少 不 確 定

(ニ） 有 利 化 減 少 増 大

(ホ） 有 利 化 減 少 増 大

注 ケ ー ス (ホ)に 関 し て ， r一(机 * —  )5* e * < 0 を

肢定。

こ
の
ヶ
ー
ス
で
は
、y

v
l
。

こ
れ
と
安
定
条 

件
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
し
>

o°

そ
れ
ゆ
え
、
 

た
だ
ち
に
、

(
n
.
2
4
)

よ
り
、

~
%
-
<
0
,

 

(
n
.
2
5
)

よ
り
、
-

^

A

o。

す
な
わ
ち
、
以 

上
の
条
件
の
下
で
、
外
国
投
資
収
益
べ
の
課
税 

は
、
交
易
条
件
の
不
利
化
、
資
本
移
動
の
減
少 

を
帰
結
す
る
。
ふ
た
た
び
、
課
税
の
実
質
所
得 

効
果
は
確
定
し
な
い
。

残
る
ケ
ー
ス
.
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、
沐

ガ
.
そ
れ
そ
れ
ケ
ー
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同
様
に
、
こ
の
場
合
の
実
質
所
得
の
変
化
•の
方
向
は
不
確
定
で
あ
る
。
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=

o
で
あ
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=
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I

ス

い

の

結

染

に

、
解
釈
の
変
更
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
と
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
前
と
同
様
0

あ
る
。
 

c

n

liv〕

混
合
政
策
の
効
果

こ

れ

ま

で
^

积
政
策
と
課
税
政
策
が
個
々
に
適
用
さ
れ
た
場
合
、
交
晶
条
件
、
資
本
移
動
量
、
さ
ら
に
は
舀
国
の
実
質
所
得
に
ど
の
よ
う
な 

効
果
が
お
よ
.ぶ
か
を
み
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
分
析
の
結
果
を
使
宜
的
に
ま
と
め
る
と
、
表—

2

の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
表
に
つ
、/
て
注
意
す
'、
/
 

き
こ
と
は
そ
こ
に
揭
げ
ら
れ
た
結
果
が
一
義
的
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
し
ば
し
ば
い
く
分
も
っ
と
も
ら
し
い
と
考
え
ら
れ
る
特
殊 

な
仮
定
に
依
存
し
て
ぃ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
^•

き
的
音
^.

に
^-

ぃ
^.

ト
か
ヤ
、?:
わ
+.

か
^-
11
1
-か
：̂

?*
^

:

^
ち
^-
^-

い
。
紙
幅 

の
都
合
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
ヶー

ス(

ィ)

の
み
に
つ
い
て
と
り
急
ぎ
検
討
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
、
.
関
税
政
策
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。
仮
に
資
本
移
動
量
が
不
変
と
す
れ
ば
、
関
税
の
賦
課
に
よ
っ
て
交
易
条
件
は
自
国
に
有
利
化
す
る
で 

あ
ろ
う
。
外
国
の
資
本
レ
ン
ト
は
不
変
で
あ
る
が
、
か
|1
-
6
11
*
か

貧

象

装

撕

^

;

か
$

い
、
自
国
の
資
本
レ
ン
ト
は
下
落
す
る
。
し
た 

が
っ
て
、
自
国
か
ら
外
国
へ
向
う
資
本
移
動
量
は
増
大
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

つ
ぎ
に
、

課
税
政
策
で
あ
る
が
、

仮
に
交
易
条
件
が
不
変
と
す
X 

ば

ク

国
fe

資
収
益
へ
の
課
税
に
よ
っ
て
資
本
移
動
量
は
減
少
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
第
二
財
の
世
界
供
給
量
は
減
少
し
、
第
一
財
の
そ 

れ
は
把
大
す
る
こ
と
に
な
る
し
た
が
っ
て
、

^•

税
に
と
も
か
う
か
|#
-

効
^ -

が
1&
-
±-
^*

斯
於
的
偏
(«
]
-^-

を
か
ル
か
か
い
^-
#*

い
、
第
一
一
財
の
相
対

価
格
は
増
大
し
、
.
交
為
条
件
は
皇
に
有
利
化
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
同
様
の
流
儀
で
、
読
者
は
他
の
ヶ
丨
ス
の
経
済
的
意
味
を
考
え
る
こ
と
が
で 

き
る
.は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
.
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2

に
み
る
よ
う
に
、
関
税
政
策
の
実
質
所
得
効
果
は
、
ヶ
ー
ス(

ホ)

を
除
い
'
て)

、
す
べ
て
不
確
定
、
課
税
政
策
の
そ
れ
は
、

ヶ
ー
ス

(

ニ)
(

ホ)

を
除
い
て
、

す
べ
て
不
確
定
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
、

関
税
政
策
と
課
税
政
策
を
別
々
に
適
用
し
た
結
果
で
あ
っ 

.
V

そ
れ
ら
を
併
せ
て
適
用
し
た
結
果
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
て
お
こ
う
。
両
政
策
を
併
せ
て
適
用
し
た
場
合
、
そ
の
実
質
所
得
効
果
は
ど
う 
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ヶ
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。
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合
的
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実
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し
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と
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、
自
国
実
質
所
得
の
変
化
を
表
わ
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だ
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v
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わ
ち 

J
v

^i
-

l̂
m
l 

な
ら
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E
;
8
)

よ
り
、
.
.
%^l
>
0
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(
1
1
*
2
9
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り
、
N
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y 

A
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で 

あ
る
。
つ
ま
り
、
関
税
お
よ
び
課
税
の
両
政
策
を
同
時
に
、
同
一
の
幅
で
適
用
し
た
場
合
、
以
上
の
条
件
の
下
で
、
交
易
条
件
の
有
利
化
、
資
本 

移
動
の
減
少
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
関
税
に
よ
る
交
易
条
件
有
利
化
の
効
果
が
課
税
に
よ
る
交
易
条
件
不
利
化
の
効
果
を
し
の
ぎ
、
課
税 

に
よ
る
資
本
移
動
減
少
の
効
果
が
関
税
に
よ
る
資
本
移
動
増
大
の
効
果
を
し
の
ぐ
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
、〔

n

to
7)

か
ら
明
ら
か 

な
よ
う
に
、
交
易
条
陣
、
資
本
移
動
の
い
ず
れ
も
、
自
国
の
実
質
所
得
を
増
大
さ
せ
る
方
向
に
変
化
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
実
質
所
得
効
果

は
正
で
あ
る
。
読
者
は
、
同
様
の
手
法
に
よ
り
、
他
の
T

ス
に
つ
い
て
も
,

を
加
え
る
こ
と

が

で

き
よ
う
。
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こ
と
は
な
い
で
あ
言
。
自
国
か
ら
外
国
に
向
う
資
本
移
動
が
セ
じ
る
た
め
.

こ
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:
;、と
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解
か
さ
れ
て
も
、
謹
に
資
本
移
動
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じ
る
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れ
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き
必
然
性
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な
い
。
仮
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そ

の

結

果

、
不
完
全
特
化
の
ま
ま

力
畠
の
レ
ン
ト
よ
り
も
小
と
な
っ
て
、そ
の
中
間
の
値
を
と
る
こ
と
文
乂
、。十べ
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解
£

於
の
外
国
の
レ
ン
ト
よ
り
も
大 

と
で
は
な
い
。
 

I

す
へ
て
こ
う
し
た
こ
と
は
経
済
的
に
不
健
全
で
あ
っ
て
、
あ
り
そ
う
な
こ
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実際投資条の反対、ないし国際協定による禁どの堡ロ
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g
H

ョ
こ

-
、
っ
ご
、

^

れ
な
い
。
本
項
の
分
析
は
、
そ
う
し
た
場
合
に
直
接
か
か
わ
り
を
も
っ
て
、、
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デ

タ

国

I

へ
の
課
税
が
不
可
能
と
な
る
こ
と
が
あ
る
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し
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n
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式
を
導
出
す
る
際
、
関
税
賦
課
に
よ
っ
て
生
じ
る
政
府
の
収

'
よ
、

「

賽
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、

民
間
に
放
出
さ
れ
る
と
い
う
、
準
純
化
の
た
め
の
仮
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設
け
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る
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、

(
)

ハ
“

”

”
+

g

t

*

m
三
〇

一
頁
参
照
。
な
お
本
稿
の
モ
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ル
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外
国
の
輪
入
麗
弾
力
性
は
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よ
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に
分
割
さ
れ
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。
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さ
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あ
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思
わ
れ
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。
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で
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判
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す
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。
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。
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わ
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収
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収
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収
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仮
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仮
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あ
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。
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仮
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を
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仮
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節
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あ
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と
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。
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得
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め
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関
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仮
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本
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あ
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右
辺
の
大
括
弧
内
第
二
項
は
明
ら
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負
で
あ
る
。
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の
符
号
が
正
と
な
る
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負
と
な
る
か
は
、
諸
パ
ラ
メ
，タ
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の
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対
的
な
大
き
さ
に
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て
お
り
、
こ
れ
を
ァ
•
プ
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に
判
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
り
わ
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、
外
国
の
輸
入
需
要
.の
価
格
弾
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な
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負
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あ
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。
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、
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輸
入
に
関
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を
賦
課
す
る
の
で
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な
く
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助
金
を
供
与
す
る
こ
と
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望
ま
し
い
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策
と
な
る
。
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れ
は
、
関
税
の
賦
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補
助
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与
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右
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易
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件
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婦
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あ
る
。」

■

ヶ
I

ス

P)

ぺ
=
1
,

%
 

H

oで
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
、

(
日.

1
)，

(

日*
2〕

を
解
く
と
、

l^
v r=

^
{
E
l
M
l
+
r
*
K
:
(
l
l
r
*
)
}

 

.

(

日

ふ

)

-

^

-

=

-

^

l

*

K

{

〔 (

l

+

\

^

+

4

*

l

m

*

(

l

+

\

y

*
)

l(

l
-丁̂

)

？1(
1丨

7
*
)
}

 

(

日
• 9

)

た
だ
し
、

J

 

⑴
；p
*

e

*

£

(

1 

+

\

^

+

3

*
 

丨 
|

*(

1 +

\

r
 

*

)〕

+

1
3
,

こ

の

.
ヶ

ー

スで
は
、7

*
<
0
。

そ
れ
ゆ
え
、

(

l

+

\)

3

+

'̂
r

m

l

*(

m

*
)

>

0

な
ら
ば
、J

V
O
。

そ
れ
ゆ
え
、(

日

.
8
)

ょ
り
、
-

丨̂>
0
,

(

日
6)

ょ
り
、
_

AI
V

o
。.
す
な
わ
ち
、
以
上
の
条
件
の
下
で
、
最
適
点
に
お
け
る
関
税
の
限
界
的
賦
課
は
、
交
易
条
件
の
有
利
化
を
も
た
ら
す 

が
、
资
本
移
動
の
増
大
を
も
た
ら
す
か
減
少
を
も
た
ら
す
か
は
わ
か
ら
な
い
。
前
と
同
様
に
し
て
、

.

•

立

1

*

1
皆

*
H

T

皆

A

 

(

日

.
§

で
あ
る
。
蚪

n

o
と
お
く
こ
と
に
よ
り
、

(

日
.
戶

(

日.
9
)

お

よ

び

(

日
ふ
〇)

よ

り

.

 ̂
I 

(
日 

ニ 1)

0

J

こ
の
ヶ
I

ス
の
最
適
関
税
率
で
あ
る
。
ふ
た
た
び
>

1

の
と
き
、
通
常
の
最
籠
税
率
に
な
る
こ
と
は
い
ぅ
ま
で
も
な
い
。

V

l i
l .
I l
< .
I l
l ^

:

l l
n

"

”

 は
、
着

 

,

ヶ
-

ス

(

ハ)

l

a

1

で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
、

(

日
ニ)

、

(

日.
2)

を
解

く

と

、

s 

•
12〕

准

"

^

E
、
r
K

 ぎ
*
-
-
1
)

(

日

•
1
3
)

た
だ
し
、

+

5

4

1よ

*

| 多
*j 

十 r
*
y
K
(
7
l
n
5

こ
の
ク—

ス
で
は
；
、“

。

そ
れ
ゆ
え
、

？

\

)

u

*

>

。

な
ら
ば
、」

>
0
。

S

2

)

よ
り
、

^

!
 ノ o

,
(

日.
1
3
)

 

—

y

 

以
上
i

f

、
i

f

関
税
の
|

讓

%

交
I

件
の
有
利
化
、
資

4

T

 叉

丁

皆

、H
T

W
(

1
I

 

皆

、)

-

^
 

s

. 

S

で
あ
る
。

-
I
T
。I

け
ば
、

(

日*
1
2
)
，
、
(

日.
1
3
)

.
お

よ

び

(

日.
1
4
)
.

よ
り
、

资
本
移
動
と
対
外
政
策

ニ
三
：(

四
〇
五)



.

ニ

四

(

四
〇
六)

1

—
1

_

_
I

T

-_

_

_

_

_I―

;\
l^
j ^
£
s
i
^
-
-

-

-

--

1

!
 

-}
4
2
*
1
1
1
(

1

+
セ
*)

蝴
1

^
0)
*
+

で
*

7

マ
|

(

さ
1

*

|§
1)

07
*
0>
*
;
1
| 

-
E トo〉

を
得
る
。
こ
の
'
'場
合
の
最
適
関
税
率
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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あ
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収
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|

) 

(

日 

S

咖

=
—

す

*

1

5

>す

«

(

1

|

气

；
| 

(

日

.
2
0
)

た
だ
し
、
fc
v川 
p
*
E、〔 (

l
+'&
*)

^'
+
$
*
l
w
*
j
+
r
*
K

(

l
l
m
l
*
^
\

)

(

1

S

S

?

>

0な
ら
ば
、
t

。
そ
れ
ゆ
え
、

(

日
•运

ょ

り

、
f

 

(

日

倉

ょ

り

、

f

す
な
わ
ち
、
以
ヒ 

の
条
件
の
下
で
、
最
適
点
に
お
け
る
限
界
的
麗
は
、
窘

条
件
の
不
利
化
、
資
本
移
動
の
減
少
を
も
た
ら
す
。
し
か
る
に
、(

S

)

お

よ

び

(

日
—

•

 =
0

と
お
く
こ
と
に
よ
り
、(

日
二9
)
，

(

日.
2
0)

お

よ

び(

日.
2
1
)

よ
り
、

_
_
_1! —

§
1*
^
S
*

(

H

+

\)

'̂
+
'̂
*

l

m

*

(

日
• 2

2
)

を
得
る
。
こ
れ
が
來
め
る
最
適
関
税
率
で
あ%

)
。

證
に
よ
つ
て
六
t

条
件
が
影

響

を
受
け
な
い
も
の
と
す
れ
ば
、

k

r

l
で
あ(

¥

 

t

 

ゆ
え
、(

日.
2
1
)

よ
り
、
そ
の
と
き
の
課
税
率
は 

卜

n

\

と
な
る
こ
と
が
た
I

に
わ
か
る
。
従
来
の
資
本
移
動
モ
デ
ル
で
求
め
ら
れ
る
周
知
の
最
適
課
税
率
が
こ
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
 

资
本
移
動
と
対
外
政
策

ニ

五

(

四
〇
七)



ニ

六(

四
〇
八)

(
日.

2
2
)

は
、
課
税
の
結
果
、
交
易
条
件
が
変
化
す
る
よ
り
一
般
的
な
場
合
の
最
適
課
税
率
で
あ
る
と
い
え
よ
ぅ
。
と
こ
ろ
で
、仮
定
に
よ
っ
て
、
 

(

日.
2
2
)

右
辺
'の
第
二
項
は
負
で
あ
る
。

6
の
符
号
が
正
と
な
る
か
負
と
な
る
か
は
、
こ
こ
で
も
諸
パ
ラ
メ
タ
ー
の
相
対
的
な
大
き
さ
に
依
存
し

て
お
り
、
こ
れ
を
ァ
•
プ
リ
オ
リ
に
判
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
り
わ
け
、3

 =

 0

ま
た
は

%
=
0の
場
合
、
す
な
わ
ち
外
国
が
自
国
か
ら 

の
資
本
借
入
に
依
存
す
る
程
度
が
#
に
限
界
的
で
あ
る
場
合
、
ま
た
は
外
国
の
資
本
収
益
が
不
変
の
場
合
、

(

日.
2
3
)

よ

り

'=
0

で
あ
る
が
、
 

(

日.
2
2
)

よ
り
、

7

1
"
p 

+ 

(

日• 23)

と
な
っ
て
、
最
適
課
税
率
は
'負
の
値
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
外
国
投
資
か
ら
生
じ
る
資
本
所
得
に
課
税
す
る
の
で
は
な
く
、
却
っ
て
そ
れ
に
補
助 

金
を
与
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
政
策
で
あ
る
.。
こ
れ
は
課
税
な
い
し
補
助
金
の
供
与
が
自
国
交
易
条
件
に
お
よ
ぼ
す
負
な
い
し
正
の
効
果
に
よ
る 

帰
結
で
あ
る
。

ケ

ー

ス

(

ロ)

.

y
=
l
,
\
=
0

で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
、(

日.19)
，

(

日
.
100)

を
解
く
と
、

*

_

^

“

l

_

T

*

K

^ h(

1

4

*

) 

.

(

日 

*
2
4
)

-

 ̂

=丨
^

-

^

«

* 

• 

^

-

•

«

(

1

+

\

¥

+蝴2
*
|§
*(

1

+

\

7*
)〕 

(

日

• 25)

た
だ
し
、」

⑴
；P
*
E
*
I:(

1 

+
\

^

+
'̂
* lm

l
*
(
l
+
\
y
*
)
〕+
r
*
K
(
l

 

-
7
4

こ

の

ヶ

ー

ス
で
はy

*

<o°
そ
れ
ゆ
え
、(

l
+
、

^

+<J
I
2
r
l
*

(

l
+
\y
*

)
>
0 な
ら
ば
、
tx
v
o。
そ
れ
ゆ
え
、(

日.
2
5
)

ょ
り
、
|^|

~
<
0
,

 

(

日.
2
6
)

ょ
り
、
•

A

O。

す
な
わ
ち
、
以
上
の
条
件
の
下
<

を
も
た
ら
す
。
し
か
る
に
、(1

.12)

お

よ

び(
n
.
2
、)

よ
り
、

(

日
ふ6

)

よ
り
、+

<
0

。

す
な
わ
ち
、
以
上
の
条
件
の
下
で
、
最
適
点
に
お
け
る
限
界
的
課
税
は
交
易
条
件
の
不
利
化
.資
本
移
動
の
減
少

嘴

—

I

r

n

oと
お
け
ば
、，(

日
.泛

ン

(

日

.l>
ocn)

お

よ

び(

日
.DO
S

よ
り
、

(

1
+
A 

)

f
l
+̂l
2
*

—

w
l
*

(

l + 
セ

*y*)

を

擇

る

こ
れ
力
求
め
る
最
靡
税
率
で
あ
る
。
仮
定
の
ご
と
く
、

S
.
2
7

)

の
分
母
が
正
で
あ
れ
ば
、
税

(

日

.26)

る
し
力
る
に
、

y

x

<

oで
あ
る
か
ら
、
y
*
v
I
-
^
な
ら
ば
、
f
は
尊
、y

/

 —

 _
i

こ

く

，
f

 

T

r

 

> 

: 

.
 

:
 

>

 

I 

^

(

日

• 27)

率
の
符
号
は
分
子
の
符
号
と

一猫

ミ

H

 

2

て
I

.

ら
、
5

1

せ

な

ら

ば

、
亡
は
負
、

な

ら

ば

.
は
非
負
と
な
つ
て
、
そ
の
符
！

、

一
 

に
不
墨
で

あ

る

。
け
れ
ど
も
、
\

N

0
の
場
合
、
す
な
わ
ち
輸
出
額
に
く
ら
べ
て
外
国
投
資
収
益
が
ほ
ぼ
無
視
可
能
と
考

え

ら

れ

る

場

合

、
 

は
I

、
輸

入

醫

蕩

カ

性

が

無

限

大

と

考

え

ら

れ

る

霄

▲

ゼ
ロ
と
な
る
。
こ
れ
が
こ
の
ヶ
1

ス
の
特
徴
で
あ
る
。

7

*

H〇
，s

=
o

で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
、

(

日.
1
7
)
，

(

日
.
100)

を
解
く
と
、

中

 

r

(

日

—

)

す

K
K
l
+
5
+
?
3
*
J

 

(

日

•
运

ii

1

し丨卜> 
I

た
だ
し
、」

J

*

E

*

3

*

S
 

+ 

3 
デ 
+
笱
 

I
 

m

i

+
 

r
*
7
K
「
l

 

l

m

*

5

*

%

'

+ 

す
 y

 
1
1)

1 

.

I

の

ヶ

丨

ス

で

はy
>
l
。

そ
れ
ゆ
え
、(

1
+
\多

よ

*—

多

*〉
o

な
ら
ば
、

(

日
.
200)

ょ
り
•

A

o。(

日
i

ょ
り 

一

2
。：

す
な
わ
ち
、
以
上
の
条
件
の
下
で
、
最
適
点
に
お
け
る
I

的
課
税
は
、
交
易
条
件
の
不
利
化
、
資
本
移
動
の
減
少
を
も
た
ら
す

资
木
移
動
と
対
外
政
策

ニ

七(

四
〇
九)



表一3 殽適対外政策の符号

—— 個別的実施の場合-

嵇 類

ス

イ）

ハ)

最適関税率 最適課税率

不 確 矩 不 確 定

不 確 定 不 確 定

不 確 宠 不 確 定

不 確 定 正

正 正

一般に，（1 + ， )も+ も* — w 丨 产r* ) > 0 を 

仮定。 ケース(ホ)に関して，ァ 一（w 丨*  — m 丨）5*e* 

< 0 を仮定。

■ 

二

八

(

四
一
〇
>

へ 

i

-

.

i

I 

- | 

- | 

| 

j 

t

 t

 

-

I

T

H

Oと
お
く
こ
と
に
よ
り
、

(

日
.
200)

，

(

日
.2

9
)

お

よ

び

(

日
.
00
0)

よ
り
'

-
l

 

l
j

u
l

T
l

i

 

i

f

 

I

書

 
f

)
(

日
.3

1
)

の

施

.

i 

i 

I 

一
 

*
1 L

 

.

策

実

-

-

---

-

-

-

-_

—
I

^

_

—

 

f

 

,

を
得
る
。

こ
れ
が
こ
の
ケ
ー
ス
の
最
適
課
税
率
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

7
V
1

で
あ
る
こ
と

政

的

i 

| 

二

*_
て

桃

g

 

|

则

矩

定

| 

{疋j

定

| 

w

ij
L

を
考
慮
す
る
と
、(

l

+

\)

3

i

2

*

-

l

r

(

y

l

l

)

v

0
な
ら
ば
、

(

日.
3
1)

右
辺
の
第
之 

嫩

ゴ

•
関

一

確

確

一

確

|

確

一

正

71
+

CI

最

|

逆

I

不

i

下

|

下|

不

|
*)

附

項

は

、
負
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
と
こ
で
も
か
の
符
号
を
ア
•プ
リ
オ
リ
に
判
定
す
る
こ
と

-3

_
_
_

_j 
. 

j 

j 

i

_I

_
i
l+
>

。
 

'は
で
き
な
い
。
と
り
わ
け
、
^1

4
2
*

 =

 8

の
場
合
、

ケ
ー
ス
⑴
と
同
じ
く
、

と
な
り
"

$
/
i

 

I 

I 

I 

I 

EO

錄

H

ま
た
は
％
H

0
の
場
合
、

y

n

;

m

<0
ジ

I、

ヶ

ニ
 

一
 

一
 

一

I 

注 

ペ
丨
丨(

1

 +

 /i*) 

3
 

+<i
l

l

2

n

l*—

f
 1). 

(

日

•

CO
2)

と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
あ
と
の
場
合
、
仮
定
に
よ
っ
て
、
f

は
負
と
な
る
。

残
る
ヶ
ー
ス
$

、闲
が
、そ
れ
ぞ
れ
问
、
㈧

の
結
果
に
解
釈
の
変
更
を
施
す
こ
と
に
よ
つ
て
と
り
扱
ぅ
こ
と
が
で
き
る
の
は
前
と
同
様
で
あ
る
。
 

〔

m

l
ii
l〕

最
適
混
合
政
策

関
税
政
策
な
い
し
課
税
政
策
の
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
が
用
い
ら
れ
る
場
合
、
最
適
関
税
率
な
い
し
最
適
課
税
率
は
か
な
ら
ず
し
も
正
の
符
号
を 

と
ら
な
い
。
こ
れ
ガ
、
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た
重
要
な
結
論
で
あ
る
。
表

丨

.3

に
み
る
よ
ぅ
に
、
そ
れ
ら
の
符
号
は
ヶ
ー
ス
(4

お
よ
び
^
を
除
く 

と
、

一
義
的
に
明
ら
か
で
な
い
。

こ
こ
で
、
表
1

を
前
掲
の
表—

と
対
比
し
て
考
察
し
て
お

こ

う

。

表
1

2

に
よ
れ
ば
、
初
期
に
税
率
が
ゼ
ロ
で
あ
る
場
合
、
関
税
政
策
の 

塗

所

得

着

は

、
1

$

を
除
い
て
す
ベ
て
不
確
定
、課
税
政
策
の
そ
れ
は
、
ヶ
丨
ス
料
、

い
て
す
ベ
て
不
確
定
で
あ

る

。

こ

の

結

果

 

ク
才
f

文
A

し
て
.
.

> 

る

ヶ

ス

奸

に

っ

し

て

み

る

と

対

外

政

策

の
.
実
質
所
得
効
果
は
正
で
あ
り
、

最
適
対
外
政
策
の
菅
フ
も

ま
た
正
で
あ
る
。
税
率
の
簾
的
な
引
き
上
げ
と
と
も
に
、
賽

所

得

が

讓

的

に

変

化

す

る

と

す
れ
ば
、
ヶ
A

s

に
あ
っ
て
は
、
あ
る
ル
の 

関
税
率
な
い
し
麗
率
を
課
し
た
と
き
農
の
実
質
所
得
が
最
大
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
だ
。
そ

れ

が

最

適

関
税
率(

日
.

S

な
い
し
最
適
課

と

こ

ろ

で
f

政
策
證
政
策
の
両
者
が
混
合
的
に
用
い
ら
れ
る
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か

。

前
節
で
み

た

よ

う

に

、

初

切

こ

税

率

f

ビ

 

ロ
の
.と
き
、
両
者
の
混
合
的
適
用
の
蹇
所
得
重
が
正
と
な
る
T

S

、そ
の
個
別
的
適
用
の
そ
.れ
が
正

と

I

T

ス

と

同

一

で

.
よ

な

い

。

 

そ
こ
て
以
下
で
は
両
者
が
混
合
的
に
用
い
ら
れ
る
場
合
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
最
適
税
率
を

求

め

、

そ
の
符
号
を
調
べ
て
み

る

こ

と

に

し

よ

う

。

7
*
=
0
,

 

7
h
l

で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
れ
ば
、'

(
J

二2
)

よ
り
、

^
u
T
T
f
7
^
4

ず+
T
r
J
^
m
^

― を  

ii

ド
+  <i

唯
+

" T P
I

+

I

0>
*

I— _J I

- f e  *

T
-
T

 

(

日

• 33)

良K

f 

-

ト
ィ
1

、
§
 

L

 

1

+

r

!
c

レ dt 

(

日

• 34} 

」

で

す

昏

1

0
と
お
L
て
未
知
数
{
お
ょ
び
V

を
求
め
ょ
ぅ
。
そ
れ
に
は
、(

日.
3
3
)
，

(

日.
3
4
)

の
か
た
ち
か
ら
、

資
本
移
動
と
対
外
政
策



三
0
 

(

四
ニ
ー)

の
解
を
求
め
れ
ば
よ
い
。
か
く
て
、

1

■

(

日
.3

5
)

(

日

• 36)

を
得
る
。

こ
れ
よ
り
明
ら
か
に
、

r
>
0
,

 

2

0

す
な
わ
ち
、

通
常
の
条
件
の
下
で
、
両
者
の
符
号
は
正
で
あ%

)
。

し
か
も
、
得
ら
れ
た
最
適 

関
税
率
は
普
通
の
貿
易
モ
デ
ル
の
そ
れ
と
形
式
的
に
合
致
し
、
最
適
課
税
率
は
外
国
の
輸
入
需
要
の
価
格
弾
力
性
が
無
限
大
と
考
え
ら
れ
る
場
合 

に
、
や
は
り
普
通
の
資
本
移
動
モ
デ
ル
に
お
け
る
そ
れ
と
形
式
的
に
合
致
す
る
。
こ
れ
は
、
前
節
の
分
析
か
ら
予
想
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ケ
I

ス

(

ロ)

7
=
1
,

 

£
*
=
〇

で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
れ
ば
、

(
1
.
1
2
)

よ
り
、

♦

 

=

T

f

3

^

*

T

T

-

^

y

; t
f
 

(

日

.37)

‘

T

T

、
r
* —

 

y

^

J

^

+

T

-

^

-

y

*

)

H ^(

日
.3

8
)

こ
れ
よ
.り
、
前
と
同
様
に
し
て
， 

l

+

\

r

*

I

ぐ 
2

*

1

1丨
\

7

叫 

(

日

• 39)

T
 

(

日

•

•

を
得
る
。
こ
の
ヶ
ー
ス
で
はy

*
<
0

で
あ
る
か
ら
、
.

(

日.39 )
，

(

日
.
4
0

)

ょ
り
、
4*
丨
1
>
0な
ら
ば
、

て
、

i
の
符
号
は(

1
+
\
7
*

) 

号
に
依
存
す
る
。
す
な
わ
ち
、l

+
\
r
*
>
0

な
ら
ば

T
V
0
,ス

0
,

1
+
\
7
*
<
0

な
ら
ば
、r<

0
,

 

c
>
o
,

1
丄-

\
7
*
=
0

な

ら

ば

¥

1

p
の

符

表一4 最適対外政策の符号

 混合的突施の場合-

極

ケース

s

「

:p
)

i
)̂〗

T

r

:t)

i 

一
 

(

-

(

最適関税率 

正

不 確 矩

正

正

正

最適課税率 

正

不 確 定

正

正

正

ケ
ー
ス

.

1
=
0
, 

s =

 0
.

で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
れ
ば
、(J 
ニ2

)

ょ
り
、. 

.

W

T
T

T
i
7̂

_

+

T

r

x

-t r
4

T

*

}

,

(

日 

‘ 41)

d

T

l

T

y

l

^

T

)

卞

+

T

T

ル

 

(

日
.

§

(

日.41 )
，

(

日.
4
2
)

の
形

は

S
.
3
4

)

，(

日.
3
5
)

の
そ
れ
と
ま
っ
た
く
同

j

で
あ
る
。
し
た 

力
っ
て
、
こ
こ
で

も
ヶ
ー
ス
«

と
同
一
の
帰
結
が
得
ら
れ
る
。

残
る
T

g

、
滢

そ

れ

ぞ

れ
T

 K
g

、

s

l

f

解

釈

の

賽

を

施

す」

と

に

ょ
っ 

て
と
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。
結
論
を
ま
と
め
る
と
、
表—

4

の
と
お

り

で

あ

る

。

注(

--
1
一
 

m

)

参
照
。
ジ
ョ
~
ン

ズ

も

同

一

論

じ

て

い

る

が

、
以
下
に
£

1

る
I

分
析
を
f

る
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
。

S

 ニ

3 2

;I 1
1 I

X

は;f
零

f

と
考
ぇ
ら
れ
る
。(

垣

を

導

く

際

、
こ
の
関
係
を
利
川
し
て
ぃ
る
。

か

な

ょ

を

仮

定

す

る

。

安

定

条

件

(

！

と
対
！

！

 

の
、i

乾
安
定
条
件
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
一

^

^
そ
P

の
n

f

n

輪
人
屢
に
齋
可
能
な
8

し
か
及
ぼ
さ
な
い
>

f
ら
れ
る
場
合 

.

必
耍
条
件
で
あ
る
。
 

一

肖

に

そ

れ

は

の

と

き

、
安
定
の
た
め
の
十
分
条
件
、
5

5

#
入0

の
と
き
、

(

t

i

r

u

^

p

I I
M

f l

れ
る
も
の
と

仮
定
.0

し
た
が
っ
て
、
本
文
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
で
は

、

I

n

n

 

(

5) 

. 

J

注

」

と〜

の
が
ょ
り
適
切
な
表
現
で
あ
る
。
以
下
、
各
T

ス
に
つ
い
て
同
様
。

資
本
移
動
と
.対
外
'
;策

す

I 

、
ス
身
し
I

に
と
り
く
ん
で
い
る
が
、
十
分
に
は
掘
り
下
げ
て
い
な
い
。〔

9〕

、

一
 

六〜

二
三
頁
。

.

三

一

(

四
ニ
ニ)



(
6)

最
適
点
の
近
傍
で
は
、
t

-:
!

-

^

+

l

l

-

^

=

Q

と
考
え
ら
れ
る
。(

日.
1
7
)

を
導
く
際
、
こ
の
関
係
を
利
用
し
て
い
る
。

(

7

)
こ
こ
で
も
、
最
大
化
の
た
め
の
第
二
次
条
件
は
充
た
さ
れ
る
も
の
と
仮
定
。
以
下
各
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
同
様
。

(

8)

こ
れ
は
、
当
ケ
ー
ス
で
は
、
自
国
な
い
し
外
国
の
輸
入
需
要
弾
力
性
が
無
限
大
と
仮
定
す
る
こ
と
と
同
値
で
あ
る
。

(

9

)

前
節
注(
6

)

参
照
。
 

.

10)

ケ
ム
プ
は
、
本
稿
の
ケ
ー
スS

と
同
一
の
モ
デ
ル
の
下
で
、(

日.
3
6
)

と
は
異
な
る
最
適
税
率
を
求
め
て
い
る
。〔

11〕

、
五
九
頁
。
奇
妙
に
も
ケ
ム
プ

は
、
外
国
投
資
収
益
に
も
、(

所
得
税
の
ほ
か
に
！)

関
税
が
課
せ
ら
れ
る
と
考
え
、

卜、
すなわちと
いう関係を
設定し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、

^

^

の
と
き

含
*
-
1

t 
s

f

 

1

 

.

ぐI

气
丨1

と
い
う
結
果
を
得
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
。
ケ
ム
プ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
本
稿
の
手
法
に
よ
っ
て
も
同
一
の
結
果
が
得
ら
れ
る
が
、
そ
の
考
え
方
は
受
け
入
れ 

難
い
。
右
の
場
合
、

が
負
に
な
る
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
の
で
、
ケ
ム
プ
は
、

を
考
慮
し
、
関
税
率
と
課
税
率
の
和
が
か
な
ら
ず
正
に
な
る
こ
と
を
示
し
て
満
足
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
こ
の
操
作
も
納
得
し
雜
い
。

〔

IV〕

補
足
的
覚
書 

‘

C
IV
1

,

1

〕

世
界
的
最
適
政
策

前
節
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
自
国
所
得
の
最
大
化
の
た
め
の
最
適
対
外
政
策
の
研
究
に
意
を
用
い
た
が
、そ
れ
だ
け
で
は
や
は
り
片
手
落
で
あ
ろ
う
。
 

既
述
の
よ
う
に
、
従
来
の
議
論
で
は
、
at

界
所
得
の
最
大
化
の
た
め
の
最
適
政
策
の
検
討
に
よ
り
多
く
の
関
心
が
払
わ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
 

と
り
わ
け
、
国
際
貿
易
論
の
分
野
で
は
、「

自
由
貿
易
の
命
題」

が
種
々
の
か
た
ち
で
論
証
さ
れ
、
そ
の
精
華
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
観
が
あ
る
。
 

前
節
へ
の
補
注
と
し
て
、
こ
こ
で
は
第
I

節
で
得
た
結
果
を
用
い
て
、
世
界
の
実
質
所
得
の
最
大
化
をE

的
と
し
た
場
合
の
最
適
対
外
政
策
を
み

ち
び
き
、
本
稿
の
設
定
の
下
で
従
来
の
論
証
を
西
證
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

9

U)

，

(
M
2
)
，

3

.

0
お

よ

び

S

3
を
用
い
る
と
、
 

,

1

が
で
き
る
。

い
う
ま
で
も
な
!

:) 

！

は
、
関
税
、
證

の

I

I

的
に
実
施
し
た
場
合
、
世
界
の 

震
所
得
力
と
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
を
表
現
し
た
も

の

で

あ

だ

。 

^
 

„

為

の

ま

ず
1

す
な
わ
ち
課
税
政
策
が
ま
っ
た
く

行
な
わ
れ
な
い
場
合
の
最
適
関
税
政
策

直

学

こ

と

に

し

よ

う

。

こ
の
と
き
、
I

よ
り

r

+ z

^

,

ふ

ず

—

1

=

0

を
得
る
。
こ
れ
よ
り
た
だ
ち
に
、

r
“
〇 

：

題
I
で

u

l

p

l

i

i

l
し

な

い

こ

と

で

t

l

u
る

。

こ

れ

つ
きr

突
"

0
、
す
な
わ
ち
関
税
政
策
が
ま
っ
た
く
行
な
わ
れ
な
い
場
合
の
最
適
課
税
政
策
は
|

あ
ろ
う
か
。
こ
の
と
き
I

よ
り 

を
得
る
。
そ
れ
ゆ
え

外=0

で
あ
る
資

本

藥

」

S

合
の
I

證

政

I

外
I

資
収
g

何

ら

麗

し

な

V

」

と
I

る
と
の
ベ
て
い
る
。

「

自

臭

三

三
0

一
 

五)



三

四

(

四
一
六)

本
移
動
の
命
題」

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

最
後
に
、
関
税
、
課
税
の
両
政
策
が
自
由
に
行
な
わ
れ
う
る
場
合
に
つ
い
て
考
え
■よ
う
。
こ
の
と
き
、
最
適
混
合
政
策
は
、(

I
V
.
1
)

よ
り

.

«
<?
2
*
=
=
0

の
双
方
を
充
足
す
る
で
、
6

の
値
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
明
ら
か
に

r
=
0
,

 

t
=
Q

 

(ly • 4)

で
あ
る
。

(
I
7
.
4
)

に
よ
れ
ば
、
こ
の
場
合
の
最
適
混
合
政
策
が
輸
入
に
何
ら
関
税
を
賦
課
せ
ず
、
対
外
投
資
収
益
に
何
ら
課
税
し
な
い
こ
と
で 

あ
る
。
本
稿
の
仮
定
の
下
で
は
、
自
由
貿
易
、
自
由
資
本
移
動
こ
そ
世
界
の
実
質
所
得
を
最
大
化
す
る
所
以
で
あ
る
。
以
上
は
こ
の
旧
命
題
を
追 

認
す
る
こ
こ
ろ
み
に
す
ぎ
な
い
。

〔

Iv—

：u〕

資
本
借
入
国
の
立
場

,

こ
れ
ま
で
の
分
析
で
は
自
国
は
資
本
貸
付
国
、
外
国
は
資
本
借
入
国
と
仮
定
し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
仮
定
は
さ
し
て
制
約
的
な
も
の
で
は 

な
い
。
と
い
う
の
は
、
記
号
の
解
釈
お
よ
び
定
義
の
若
干
の
変
更
に
よ
っ
て
、
以
上
の
分
析
が
、
形
式
的
に
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
、
自
国
が
資 

本
借
入
国
で
外
国
が
資
本
貸
付
国
で
あ
る
対
称
的
な
場
合
に
転
用
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
あ
と
の
場
合
に
は
、
ま
ず
た
が
負
値
と
な
る
こ
と
に
注
意
し
よ
う
。
そ
の
結
果
、
'

於

お

よ

び//
*

も

負値
と
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も 

な
い
。
自
国
の
関
税
率
を
f

、
課
税
率
を 
一*
と
し
よ
う
。
関
税
率
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
印
n
o
で
、
こ
れ
ま
で
の
結
果
が
形
式
的
に
は
そ
の
ま 

ま
妥
当
す
る
。
課
税
率
に
つ
い
て
は
、
以
上
で
は
、

P

I

r
=
r
*
(
l

丄)

と
い
ぅ
関
係
を
用
い
て
き
た
が
、
い
ま
の
場
合
、
 

B

.

S

で
あ
る
。

(

ヲ

2
、ン

(

宅
ふ)

よ
り 

〒

巴
 

t

i
n

I 

s
 

• 

6)

以
^

o
l

r
r

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
窶
を
修
正
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
ろ
う
。
符

号

の

変

更

に

唐

し

て 

で

も

な

い

。

2

)

 

0
と
考
え
ら
れ
る
場
合
、
I

、
ま
た0

<
八

一

と
考
え
ら
れ
る
場
合
、

2

で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

(

2)

最
大
化
の
た
め
の
第
二
"
■

| ?
1 |
だ

| ?
^ 1
% |
| |
い

分
,|
1

重
は
相
互
に
等
し
く
維
持
さ
れ
る
も
の
と
仮
定
。

と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
た
ち
い
ら
な
い
。)

以
下
、
同
！

產
の
仮
定
の
下
で
、
そ
れ
が
実
際
に
充
た
さ
れ
る
こ
と
を
別
に
示
す
こ

io

わ

.
り

に

本
1

析

は
I

I

」

に
も
似
て
S

で
鬱
陶
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
I

、
V

I

I

こ

つ

い

て

蕾

I

を

く
“

m

塞

い

。
け
れ
ど
も
、
こ
I

f

れ

た

靈

、
I

豪

で

.「

驚
く
べ
き」

も
着

る

。

ぞ

f

 

i

、
課
I

策
と
資
本
移
動
量(

は
、
あ
た
か
も「

対
応
的
に
分
離
可
能」

で
あ
“

か
の
ょ
う
こ
、
そ
,

1

か

I

い

I

U

か

い

緩

簾

^

資
本
移
動
と
対
外
政
"

f
 

1

1

%
交
易
条
件
、
資
本
移
動
量
の
双
方
I

響

を

お

ょ

ぼ

す

。

す

な

わ

ち

’

翦

三

五(

四
一
七

)



' 

.

V

丨 

三

六(

四
一
八)

は
、
し
ば
し
ば
交
易
条
件
の
有
利
化
の
み
な
ら
ず
資
本
移
動
量
の
増
大
を
誘
発
し
、
' 後
者
は
、
'し
ば
し
ば
資
本
移
動
量
の
減
少
の
み
な
ら
ず
交
易 

条
件
の
不
利
化
を
招
来
す
る
。
前
者
が
交
易
条
件
の
有
利
化

を

、
，，後
者
が
資
本
移
動
量
の
減
少
を
も
た
ら
す
と
す
れ
ば
、
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て 

そ
れ
ら
の
効
果
は
、
従
来
の
貿
易
モ
デ
ル
や
資
本
移
動
モ
デ
ル
の
場
合
と
変
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
、
い
つ
で
も
そ
う
し
た
効
果
が
期
待
さ
れ
る
わ 

け

で

は

な

い

こ

ど''
さ

ら

に

そ

う

し

た

効

果

が

期

待

さ

れ

る

場

合

で

も

、

本
稿
の
モ
デ
ル
で
は
、
し
ば
し
ば
従
来
よ
り
も
き
つ
い
条
件
を
必
要
と 

す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
に
、
関
税
政
策
も
課
税
政
策
も
交
易
条
件
•
資
本
移
動
量
の
双
方
に
影
響
を
及
ぼ
す
わ
け
だ
が
、
そ
の
影
響
の
仕
方
は
、

一
、
ニ
の
ヶ
ー 

ス
を
除
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
の
実
質
所
得
効
果
を
不
確
定
に
と
ど
め
る
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
速
し
て
、
政
策
効
果
の 

波
及
が
決
し
て
一
様
で
な
く
、
特
化
パ
タ
ー
ン
に
よ
っ
て
相
違
の
あ
る
こ
と
も
心
に
と
め
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
関
税
政
策
な
い
し
課
税
政
策
が
単
独
に
実
施
さ
れ
る
場
合
、実
質
所
得
効
果
が
不
確
定
で
あ
る
と
い
う
ま
さ
に
そ
の
理
由
に
よ
っ
て
、
 

最
適
関
税
率
お
よ
び
最
適
課
税
率
の
符
号
は
、(

政
策
実
施
の
実
質
所
得
効
果
が
確
定
す
る)

一
、
ニ
の
ヶ
ー
ス
を
除
い
て
、
不
確
定
と
な
ら
ざ
る
を 

え
な
い
。
こ
れ
は
、
従
来
の
単
純
な
最
適
関
税
論
な
い
し
最
適
課
税
論
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
惨
め
な
結
果
と
い
え
よ
う
。

第
四
に
、
関

税

•
課
税
の
両
政
策
が
混
合
的
に
実
施
さ
れ
る
場
合
、
交
易
条
件
の
有
利
化

、
資
本
移
動
の
減
少
が
も
た
ら
さ
れ
、
そ
の
実
質
所 

得
効

果

は

、
た
だ
ひ
と
つ
の
ヶ
ー
ス
を
除
い
て
、
明
確
に
正
と
な
る
。
そ
の
場
合
、(

混
合
的
に
実
施
さ
れ
る)

最
適
関
税
率
、
最
適
課
税
率
は
い
ず 

れ
も
正
の
符
号
を
と
る
。
た
だ
し
、
関

税

•
課
税
の
両
政
策
が
交
易
条
件
、
資
本
移
動
量
に
お
よ
ぼ
す
効
果
は
、
が
い
し
て
相
互
に
う
ち
消
し
合 

う
た
め
、
ネ
ッ
ト
の
効
果
は
比
較
的
微
弱
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
依
然
と
し
て
最
適
関
税
率
、
最
適
課
税
率
の
符
号
が
一
義
的
に
定
ま
ら
な
い
ヶ 

丨
ス
ガ
残
さ
れ
て
V
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
こ
う

以

上

を

通

じ

て

、い
つ
も
従
来
の
結
果
と
一
致
す
る「

好
都
合
な」

(well-behaved)

ヶ
ー
ス
は
、
自
国
が
労
働
集
約
財
に
不
完
全
特
化
し
、
外 

国
が
資
本
集
約
財
に
完
全
特
化
す
る
ケ
ー
ス
娲
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
従
来
の
結
果
と
ど
う
し
て
も
一
致
し
な
い「

不
都
合
な」

ヘ̂

^

国

各

働

|

財
に
完
全
特
化
ヾ
外
国
が
資
素
約
財
に
不
完
全
特
化
す
る
ヶ
丨
ス
2

で
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、
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分
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、
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す
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